
N。 45
1990年 3月 発行

高齢化社会をよくする女性の会
東京都新宿LX新宿2-9-1
第3嗜庭マンション802号宇
T E L 03 356 3564

一一日 次―
京都大会開催のお知らせ………………………1～ 3

グループ紹介・狛江 ………………………………・4

介護用品専門店を開きました ……………………・4

男。老いを語る⑩行天良雄……………………… 5

本の自己紹介………………………………………・6

声 。三度とない人生 ………………………………・7

入会者名簿・事務局だより………………………・8

「

~″~~´″″~″ ″́ ―
■

第
9

回
女
性
:こ

よ
る
高
齢
化
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■

京
都
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

―
―
老
い
を
拓
く
女
性
―
―

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
前
に
し
て
、
そ
の

主
役
は
女
性
で
す
。

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
で

は
、
私
た
ち
女
性
が
豊
か
な
老

い
を
ま

っ
と
う

で
き
る
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
ま
す
。
そ

の

一
つ
と
し
て
、
女
性
を
中
心
と
す
る
幅
広

い

人
々
の
参
加
と
協
力
を
得
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
知
恵
を
出
し
合

い
、
語
り
合
う
た
め
、
毎
年
、

「
女
性
に
よ
る
高
齢
化
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
京
都
会
館
に
お
い
て
、
第
９
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
、
内
容
等
、
詳
し
い
こ
と
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

多
数
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

期
　
日
　
九
月
五
日
（水
Ｙ

六
日
（木
Ｙ

一日
間

〈〓
　
場
　
一示
都
会
館
　
一示
都
市
左
京
区
岡
崎
最

勝
寺
町
１３
肌
０７５
‐
７
７
１
１
６
０
５
１

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

京
都
府

。
京
都
市

京
都
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協

会
、
京
都
市
社
会
教
育
振
興
財
団
、

京
都
シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ
、
京
都
市
老

人
連
絡
協
議
会
、
働
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ

ン
タ
ー
、
京
都
府
医
師
会
、
京
都
府

医
師
婦
人
会
、
京
都
府
看
護
協
会
、

京
都
府
助
産
婦
会
、
京
都
府
保
険
医

協
会
、
京
都
府
保
健
事
業
協
同
組
合
、

京
都
府
老
人
ホ
ー
ム
協
会
、
京
都
理

学
療
法
士
会
、
朝
日
放
送
株
式
会
社
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
、
京
都
新
聞
社
、

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
、
読
売
テ
レ
ビ

ー
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
ー

後 共 主

援 催 催

第
１
部

（九
月
五
日
）

‐２

　

・
００

‐３

‥

００

～

‐３

‥

３０

‐３

‥

３０

～

１４

‥

３０

受
付
開
始

開
会
式
典

３
分
間
ス
ピ
ー
チ

「女

壕`終
さヽま:さミ輻
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と
老
い
、
こ
こ
が
モ
ン
ダ
イ
！
」

‐４

‥

３０

～

１６

‥

３０

　

卜

‐

ク

．
ト

ー

ク

「
８５

歳
の
わ
た
し
―
可
愛

い
お
ば
あ
ち
や
ん
と

呼
ば
れ
た
い
？
」

上
野
千
鶴
子
、
金
森
ト
シ
ヱ
、
清
水
好
子

（司

〈〓
　
樋
口
恵
子
）

第
２
部

（九
月
六
日
）

‐０

‥
∞
～
‐２
‥
３０
　
分
科
会

第
１
分
科
会

　

「
老

い
は

一
人
ひ
と
り
―
―
生

と
死

。
家
族

。
世
間
体
」

討
議
メ
ン
パ
ー
　
黒
田
輝
政
、
駒
尺
喜
美
、
杉

原
登
喜
子
、
谷
嘉
代
子
、
中
村
朝
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
　
袖
井
孝
子
、
林
慶
子

第
２
分
科
会

　

「
生
活
者
の
目
で
国
の
家
計
簿

を
読
む
―
―
高
福
祉
社
会
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
」

討
議
メ
ン
パ
ー
　
青
木
茂
、
京
極
高
宣
、
末
川

千
穂
子
、
村
岡
洋
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

金
谷
千
都
子
、藤
久
ミ
ネ

第
３
分
科
会

　

「働
く
女
性
と
老
い
―
―
就
労

・

介
護

・
定
年

。
年
金
」

討
議
メ
ン
バ
ー
　
島
田
と
み
子
、
高
嶋
紀
子
、

竹
中
恵
美
子
、
藤
枝
澪
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

駒
野
陽
子
、神
馬
由
貴
子

第
４
分
科
会

　

「
老
い
を
支
え
る

〔人
〕
を
ど

う
す
る
―
―
そ
の
現
状
と
未
来
」

討
議
メ
ン
バ
ー
　
青
木
信
雄
、
亀
山
美
知
子
、

千
田
明
美
、辻
村
禎
彰
、中
村
雷
江
、山
田
売
三

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

沖
藤
典
子
、高
見
澤
た
か
子

‐２
・あ

～
１
‥
３０

昼

食

第
３
部

‐３
‥
３０
～
１４
‥
００
　
分
科
会
の
総
括

‐４
‥
００
～
・６
‥
００
　
パ
不ヽ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

「
こ
う
し
て
い
き
た
い
私
た
ち
の
老
い

―
―
高
齢
者
憲
章
へ
の
提
案
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
　
樋
口
恵
子

パ
ネ
ラ
ー
　
阿
部
志
郎
、
大
国
美
智
子
、
小
林

敏
子
、
袖
井
孝
子
、
西
村
周
三

‐６
‥
００
～
‐６
‥
３０
　
閉
会
式

分
科
会

へ
の
お
誘
い

第
―
分
科
会

「老
い
は

一
人
ひ
と
り
―
―
生
と
死
・
家
族

・

世
間
体
」

老
後
は
子
や
孫
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
の
が
幸

せ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
は
み
じ
め
で
可
哀
相
―
―

日
本
人
が
こ
れ
ま
で
老
後
生
活
に
つ
い
て
抱

い

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
。
き
わ
め
て
同
調
性
の
強
い
日
本

人
は
、
世
間
並
み
で
あ
る
こ
と
に
心
の
平
安
を

見
出
し
、
世
間

一
般
の
基
準
か
ら
は
ず
れ
る
こ

と
に
極
度
の
不
安
を
感
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、

は
ず
れ
た
人
び
と
を
差
別
視
す
る
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、　
一
人
ひ
と
り
そ
の
生
き
方
が
多
様

で
あ
る
よ
ナ
に
、
そ
の
老
い
方
も
、
そ
し
て
死

の
迎
え
方
も
多
様
で
あ

っ
て
い
い
は
ず
で
す
。

世
間
並
み
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
生
き
る
に

は
大
変
な
勇
気
が
必
要
で
す
。
私
達
は
そ
う
し

た
勇
気
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
り
、
勇
気
を
持
っ

て
個
性
的
な
老

い
や
死
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
人
び
と
に
対
し
て
、
心
か
ら
喝
采
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
（袖
井
孝
子
記
）

第
２
分
科
会

「生
活
者
の
日
で
国
の
家
計
簿
を
読
む

―
―
高
福
祉
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
」

と
か
く
、
日
本
人
は
国
家
財
政
と
か
国
の
予

算
に
無
関
心
で
あ
り
す
ぎ
た
よ
う
だ
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
友
人
は
い
う
。
「税
金
は
我
々
の
お
金
を

社
会
に
預
け
た
も
の
、
そ
れ
を
社
会
が
我
々
の

た
め
に
使
う
の
だ
」
と
。
さ
ら
に

「
税
金
が
高

く
な
る
な
ら
何
か
が
よ
く
な
り
、
安
く
な
る
な
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ら
ど
こ
か
が
悪
く
な
る
」
わ
け
で
、
減
税
即
歓

迎
と
は
考
え
ら
れ
な

い
そ
う
だ
。

消
費
税
導
入
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
も
少
し

は
納
税
感
を
強
く
し
た
。

つ
い
で
に
国
家
財
政

そ
の
も
の
に
関
心
を
も
ち
た
い
。
我
々
の
金
が

我
々
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。

超
高
齢
社
会
を
前
に
、
個
人
の
力
で
は
解
決

で
き
な

い
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
。
国
の
財
政

は
そ
れ
に
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。
家
庭
で

は
家
族
の
幸
せ
、
家
庭
の
維
持
発
展
の
た
め
に

予
算
配
分
を
し
、
よ
り
よ
い
家
計
運
営
を
計
る
。

同
様
に
、
国
家
予
算
も
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
国
民
の
生
活
安
定
、
向
上
の
た
め
に
組
ま

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

ｌｏ
力
年
戦
略
が
出
さ
れ
た
今
、
社
会
保
障
費
を

中
心
に
、
生
活
者
の
日
で
国
の
家
計
簿
を
読
ん

で
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
（金
谷
千
都
子
記
）

第
３
分
科
会

「
働
く
女
性
と
老

い
―
―
就
労

・
介
護

・
定
年

。
年
金
」

年
々
働
く
女
性
は
増
え
る

一
方
。
そ
し
て
高

齢
化
は
容
赦
な
ぐ
進
む
。
そ
ん
な
き
び
し
い
状

況
の
中
で
、
家
事

。
育
児
そ
し
て
老
親
や
夫
の

介
護
を
担

っ
て
働
き
続
け
る
女
性
の
問
題
を
竹

中
恵
美
子
さ
ん
が
。

一雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
た
と
は
い
え
、
ま

だ
男
性
の
５２
％
前
後
に
し
か
な
ら
な
い
女
性
の

平
均
賃
金

―
―
そ
し
て
、
そ
れ
は
年
金
格
差
に

つ
な
が
る
。
夫
の
遺
族
年
金
を
受
け
れ
ば
、
自

分
が
払

っ
た
年
金
の
掛
金
は
か
け
捨
て
と
な
る

矛
盾
。
そ
ん
な
問
題
に
つ
い
て
は
島
田
と
み
子

さ
ん
。

男
の
定
年
後
に
く
ら
べ
て
、
無
視
さ
れ
が
ち

な
女
の
定
年
後
と
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
藤

枝
澪
子
さ
ん
。
そ
し
て
、
御
当
地
京
都
の
介
護

体
暇
制
度
や
働
く
高
齢
者
の
実
態
を
高
鳴
紀
子

さ
ん
が
…
…
。

最
適
任
の
パ
ネ
ラ
ー
を
そ
ろ
え
て
、
女
性
の

就
労
と
、
高
齢
化
時
代
と
い
う
二
十

一
世
紀
の

二
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
第
３
分
科
会

へ
ど
う
ぞ
。　
　
　
　
　
　
　
（駒
野
陽
子
記
）

第
４
分
科
会

「老

い
を
支
え
る

〔
人
〕
を
ど
う
す
る
―
―

そ
の
現
状
と
未
来
」

も
し
あ
な
た
が
、
な
ん
ら
か
の
障
害
を
持

っ

た
時
、
寝
た
き
り
に
な

っ
た
時
、
入
院
し
た
時
、

し
か
も
そ
れ
が
重
度
で
か
つ
長
期
に
わ
た

っ
た

時
、
あ
な
た
の
家
族
は
万
全
の
介
護
が
出
来
る

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
み
ん
な
が
抱
い
て
い
る
不
安
で
す
。

私
達
は
ど
の
よ
う
な
人
々
の
お
世
話
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
と
…
…
。

こ
の
分
科
会
で
は
、
「お
世
話
し
て
く
れ
る
人
」

の
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

老
い
を
支
え
る
人
々
に
は
、　
い
ろ
ん
な
職
種

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

を
お
招
き

い
た
し
ま
し
た
。
福
祉
施
設
の
現
場

か
ら
寮
母
職
に
つ
い
て
、
看
護
の
立
場
に
つ
い

て
、　
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
、
有
償
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ソ
ー
シ
ア
ル

・
ワ
ー
カ
ー
、
開
業
医
の
立

場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
、
総
合
的
に

人
材
問
題
を
議
論
し
ま
す
。

『福
祉
は
人
な
り
』
と
い
う
言

い
方
が
あ
り

ま
す
。
結
局
は
現
場
の
方
々
が
保
障
さ
れ
た
身

分
で
、　
い
い
労
働
環
境

。
条
件
で
、
き
ち
ん
と

訓
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
福
祉
の
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
老

い
の
不
安
は
、
介
護
人
材
の
問
題
と

深
く
か
か
わ

っ
て
い
ま
す
　
（沖
藤
典
子
記
）
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プ紹介★ル ー

狛
江
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

つ
く
る
会

代
表
　
酒
見
は
ま
子

昭
和
四
八
年
の
社
会
教
育
講
座

「老
後
を
考

え
る
」
に
参
加
し
た
後
、
婦
入
学
級
で

「老
人

問
題
」
を
テ
ー
マ
に
十
二
年
間
学
習
し
て
き
ま

し
た
。
親
や
夫
を
看
取
り
、
見
送
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
老
後
の
問
題
を
か
か
え
る
よ
う
に
な

っ

て
き
て
、
昭
和
六

一
年
婦
入
学
級
連
絡
会
で

「老

い
を
地
域
社
会
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、　
一

番
ケ
瀬
先
生
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
話
の
最
後
に

「狛
江
に
も
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
必
要
で
す
ね
」
と
結
ば
れ
ま

し
た
。

そ
れ
を
機
に
、
「狛
江
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
つ
く
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
唯

一
の

市
有
地
駅
前
の
小
学
校
跡
地
に
公
共
施
設
の
募

集
が
あ
り
、
市
議
会
に
む
け
て

「
一
小
跡
地
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
下
さ
い
」

の
署
名
集
め
が
は
じ
ま
り
陳
情
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

翌
年
市
議
の
改
選
が
あ
り
再
度
六
千
三
百
余

名
の
署
名
を
市
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
学

校
跡
地
に
建
設
す
る
こ
と
へ
の
理
解
が
得
ら
れ

ず

「狛
江
市
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建

設
し
て
下
さ
い
」
に
改
訂
し
て
陳
情
は
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
の
市
長
の
所
信
表
明
に

は

「特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
つ
い
て
」

言
及
が
な
か
っ
た
の
で
質
問
状
を
市
長
宛
に
届

け
、
当
会
の
総
会
に
出
席
の
議
員
諸
氏
に
議
会

で
の
質
問
を
お
願
い
し
た
結
果
、
「定
員
八
十
名

を
考
え
て
い
る
、
用
地
の
買
収
費
も
何
と
か
手

当
て
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
二
八
億
円
が
計

上
さ
れ
目
下
折
衝
中
で
す
。

狛
江
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
給
食
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
の
在
宅
福
祉
事
業
の
拠
点
に
な

る
も
の
で
す
。
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
や
施
設
長
に
人
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
、
施
設
を
活
性
化
さ
せ
職
員
の
指
導
、
老
人

へ
の
対
応
な
ど
に
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

当
会
で
は
今
後
も
行
政
、
議
会
、
市
民
が

一
体

と
な

っ
て
よ
い
老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
ま
す

よ
う
、
要
望
や
学
習
を
つ
づ
け
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

口
麟
議
釧
晰
尋
門
店
を
国

介
護
用
品
専
門
の
お
店
を
は
じ
め
ま
し
た
。

体
の
不
自
由
な
方
や
、
寝
た
ま
ま
に
な

っ
て

い
る
か
た
の
生
活
の
自
立
を
、
お
手
伝

い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
紙
オ
ム
ツ
・
カ
バ
ー

・
ね

ま
き

。
防
水
シ
ー
ツ
。
車
椅
子

・
ベ
ッ
ド
な
ど
、

在
宅
で
の
生
活
に
必
要
な
す

べ
て
の
品
を
取
り

揃
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
失
禁
な
ど
で
お
困
り
の
か
た
の
た

め
に
、
と
て
も
便
利
な
は
き
や
す
い
パ
ン
ツ
や
、

パ

ッ
ト
類
が
各
種
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
年
を
重
ね
る
と
転
び
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
時
杖
が

一
本
あ
る
と
安
心
で
す
。

廊
下
や
階
段
な
ど
に
手
す
り
を
付
け
る
と
、
さ

ら
に
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

手
す
り
の
取
り
付
け

。
住
宅
の
改
造
な
ど
も
、

う
け
た
ま
わ

っ
て
お
り
ま
す
。

紙
オ
ム
ツ

一
枚
か
ら
全
国
ど
こ
へ
で
も
お
届

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
な
り
と
ご
用
命
下
さ

い
ま
せ
。

茅

ヶ
崎
介
護
用
品
サ
ー
ビ
ス

茅

ヶ
崎
市
松
浪
ニ
ノ
ニ
ノ
四

一　

中
村
和
子

（グ
ル
ー
プ

。
あ
し
た

。
代
表
）
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感
じ

つ
つ

男

・

老

い

を

語

る

の

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

「齢
を
と

っ
た
な
あ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多

い
。
何
し
ろ
世
の
中
、
無
精
に
腹
が
た
つ
こ
と

が
増
え
た
。
加
藤
シ
ヅ
ヱ
先
生
と
同
じ
く
お
手

玉
を
沢
山
つ
く
り
、
Ｔ
Ｖ
を
大
型
化
し
て

「
こ

の
馬
鹿
こ
ん
な
こ
と
言

っ
て
…
…
」
と
、
ポ

ン

ポ
ン
ぶ
つ
け
て
み
た
い
気
分
に
な

っ
て
き
た
。

何
が

一
番
、
腹
が
立

つ
、
か
と
言
え
ば
、
着

実
に
し
か
も
大
変
な
速
さ
で
進
む
高
齢
加
速
に

対
し
て
、
強
い
影
響
を
う
け
る
２
０
代
そ
し
て

４
０
代
、
特
に
女
性
が
、
真
剣
に
自
分
の
問
題

と
し
て
と
り
組
む
た
め
に
腰
を
あ
げ
な

い
。

い

や
腰
の
上
げ
方
に
、
満
足
出
来
な

い
現
状
で
あ

る
。
女
に
と

っ
て
、
女
の
問
題
な
の
に
…
…
。

い
い
じ
ゃ
な

い
か
、
な
る
時
に
は
な
る
し
、

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な

い
の
が
人
生
だ
。

人
口
だ

っ
て
出
生
だ

っ
て
、
時
代
と
民
族
が

自
ら
選
ん
だ
結
果
だ
し
、
あ
の
敗
戦
だ

っ
て
、

食
糧
不
足
そ
し
て
イ

ン
フ
レ
さ
え
も
、
み
ん
な

飲
み
こ
ん
で
対
応
し
て
き
た
ん
だ
し
…
…
。
人

間
な
ん
て
、
は
る
か
に
し
ぶ
と
く
、
強
い
、
も

の
な
ん
だ
…
…
。
学
者
や
評
論
家
が
ギ
ャ
ア
ギ
ャ

ア
言
う
こ
と
は
な

い
し
、
聞
か
な
く
て
も
大
丈

夫
。
殊
に
、
女
は
じ
ぶ
と
い
ん
だ
か
ら
、
心
配

無
用
と
言
う
人
も
多

い
。

男
と
女
は
、
本
質
的
に
違
う
。
何
よ
り
も

「生
」

に
対
し
て
決
定
的
で
あ
る
。
巣
づ
く
り
も
子
育

て
も
。
愛
だ

っ
て
、
几
て
、
生
き
て
種
を
つ
な

げ
る
本
能
そ
の
も
の
の
遺
伝
子
構
造
を
、
変
え

る
訳
に
は
い
か
な
い
。
男
女
は
社
会
的
に
平
等

で
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
生
物
学
的
に
は
き
ち

ん
と
差
別
し
て
考
え
扱
う
べ
き
で
あ
る
。

社
会
的
と
生
物
学
的
と
が
往
々
に
し
て
乱
れ

る
。
大
会
社
の
転
任
人
事
を
み
て
も
、
男
は
当

然
、
女
は
キ
ャ
リ
ア
と
言
え
ど
も
大
都
市
で
年

数
は
短
い
。
し
か
し
、
地
方
回
り
を
続
け
さ
せ

ら
れ
て
い
る
男
に
あ
る
家
族
、
そ
し
て
妻
や
母

は
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
独
特
の
転
勤

の
お
び
た
だ
し
い
流
れ
の
中
に
、
日
本
的
男
女

不
平
等
を
感
じ
つ
つ
馬
齢
を
重
ね
て
了
っ
た
。

も
う
言
う
の
は
、
や
め
よ
う
。

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）
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■本の自己紹

『
こ
れ
か
ら
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
』

河
合
克
義
編
著
　
あ
け
び
書
房
発
行

（二
九
八
七
円
送
料
３‐０
円
）

住
民
の
た
め
の
あ
る
べ
き
姿
を
も
と
め
て
、

と
い
う
副
題
が
、
こ
の
本
の
目
的
を
最
も
よ
く

表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、
「福
祉
公
社
」
型
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
協
同
組
合
他
、
そ
れ

ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
や
歴
史
、
問
題
点
に

つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
在
宅
福
祉
の
課
題

と
方
向
性
を
考
え
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
人
の
執
筆
者
の
中
の

一
人
と
し
て
、
私
も

第
５
章

「市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
在
宅
福
祉
活

動
」
を
担
当
、
「杉
並

。
老
後
を
良
く
す
る
会
」

発
足
時
か
ら
の
活
動
、
運
動
と
、
社
団
法
人

「友

愛
の
灯
協
会
」
の
事
業
を
合
め
て
の

一
八
年
の

歩
み
や
、
「新
し
い
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
会
」
で
の

実
践
な
ど
、
私
た
ち
が
ね
が
う
福
祉
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
注
文
は
あ
け
び
書
一房
皿
０３
・
２３
・
２
５
７
１

へ
。
代
表
の
久
保
さ
ん
が
本
づ
く
り
に
傾
け
る

情
熱
と
良
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
幸
せ
で

し
た
。

（自
川
す
み
子
記
）

『女
は
ど
こ
ま
で
看
る
の
か
』

Ｔ
・
ソ
マ
ー
ズ
、
Ｌ
・
シ
！
ル
ズ
編
著

大
塩
ま
ゆ
み
訳
　
動
車
書
房
発
行
（二
四
七
二
円
）

「今
日
の
ア
メ
リ
カ
は
明
日
の
日
本
」
と
い

う
足
ど
り
が
、
戦
後
日
本
の
歩
み
で
し
た
。
高

齢
者
介
護
と
老
人
福
祉
に
関
し
て
も
、
こ
の
歩

調
は
同
じ
で
す
。
福
祉
国
家
か
ら
有
料
福
祉

へ
、

そ
し
て
、
女
性
の
献
身
的
犠
牲
に
支
え
ら
れ
る

在
宅
福
祉
の
強
調

へ
。
そ
の
よ
う
な
時
勢
の
中

で
、
ア
メ
リ
カ
の
老
人
介
護
の
実
状
に
つ
い
て

ま
と
め
あ
げ
た
の
が
、
こ
の
本
で
す
。
本
書
に

見
る
ア
メ
リ
カ
の
老
人
福
祉
に
関
す
る
提
言
や

先
例
は
、
様

々
な
面
で
日
本
に
教
訓
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
本
書
で
多
彩
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
介
護
女
性
の
本
音
に
、
私
は
深
く
共
感

し
て
、
翻
訳
に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
恐
ら
く
、
日
本
で
老
人
介
護
を
し
て
い

る
女
性
や
家
族
が
、
言
い
た
く
て
も
言
え
ず
に
、

胸
の
奥
に
押
し
込
ん
で
い
る
よ
う
な
こ
と
を
大

胆
に
代
弁
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

老
人
介
護
問
題
の
重
大
さ
を
、
社
会
に
強
く
訴

え
て
い
ま
す
。

（大
塩
ま
ゆ
み
）

ウ
イ
メ
ン
ズ
ブ

ツ
ク
ス

・
ブ

ツ
ク
レ
ツ
ト

極
口
恵
子
　
ＶＳ
　
上
野
千
鶴
子

当
代
き
っ
て
の
論
客
お
二
人
の
初
顔
合
わ
せ
―

次
か
ら
次

へ
と
つ
き
な
い
話
題
、
歯
に
衣
き

せ
ぬ
辛
口
時
評
に
爆
笑
の
ウ
ズ
が
巻
く
、
わ
く

わ
く
対
談
。

話
題
は
　
花
婿
学
校
、
中
高
年
夫
婦
、
妻
の

座
権
、
政
治
と
女
性
、
問
題
男
性
の
男
性
問
題
、

高
齢
化
社
会
を
担
う
女
た
ち
、
若
い
女
性
な
ど

Ａ
５
判
８０
頁

定
価
　
一ハ
○
○
円

（本
体
五
八
三
円
）

送
料
　
一
一
一
〇
円

お
申
込
は
左
記
ま
た
は
最
寄
り
の
書
店
ま
で

ウ
イ
メ
ン
ズ
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
松
香
堂

翻
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
西
洞
院
西
入

凪
・蹴

〇
七
五
‐
四
四

一
上
ハ
九
〇
五

（中
西
豊
子
）
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三
度
と
な
い
人
生

中
村
　
あ
き
志

三
度
と
な
い
人
生
。
こ
れ
が
私
の
信
念
で
あ

り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
私
の
支
持
し
て
い
る
戸
倉
町

議
員
が
ガ
ン
の
た
め
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
補
欠
選
挙
に
あ
な
た
が
出
馬
し
た
ら
と

仲
間
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
年

齢

（七
十
五
歳
）
で
と
打
ち
消
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
考
え
る
と
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
え

ば
も
う
出
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
戸
倉
町
に
も

ま
だ
女
性
議
員
は
出
て
い
な
い
の
で
、
議
会
を

女
性
の
立
場
か
ら
眺
め
て
み
る
と
同
時
に
若
い

議
員
を
送
り
出
す
き

っ
か
け
を
つ
く
る
べ
く
あ

え
て
立
候
補
し
ま
し
た
。

こ
の
決
断
を
出
す
に
は
色
々
あ
り
ま
し
た
。

私
は
老
人
会
の
役
員
を
長
年
や

っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
会
長
始
め
皆
さ
ん
か
ら
町
議
会
な
ど

へ

出
な
い
で
老
人
会
の
方
を
引
き
続
き
や
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
、
心
を
決
め
て
い
た
の
で
す
。

た
ま
た
ま
二
月
九
日
樋
口
恵
子
代
表
の
交
流

会
が
南
佐
久
郡
臼
田
町
の
清
集
館
で
あ
り
、
役

員
会
に
出
席
し
て
い
た
の
で
不
本
意
な
が
ら

一

時
間
半
遅
れ
て
出
席
し
ま
し
た
。
方
々
か
ら
種
々

の
意
見
が
出
ま
し
た
の
で
私
も
手
を
挙
げ
て
、

年
を
と

っ
て
い
る
け
れ
ど
議
会
に
立
候
補
し
よ

う
と
考
え
た
が
断
念
し
た
旨
を
申
し
あ
げ
ま
し

た
と
こ
ろ
、
樋
口
代
表
始
め
皆
様
に
ど
う
し
て

断
念
し
た
の
で
す
か
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会

に
な

っ
て
い
く
時
、
出
よ
う
と
思

っ
た
ら
七
十

歳
、
八
十
歳
で
も
ど
ん
ど
ん
出
る
べ
き
で
す
。

一
五
七
名
お
集
ま
り
の
方
々
に
是
非
頑
張

っ
て

と
温
か
い
激
励
を
さ
れ
、
「よ
―
し
や
っ
て
み
よ

う
」
と
決
心
し
ま
し
た
。

四
月
八
日
に
は
樋
口
代
表
、
野
中
文
江
さ
ん
、

自
田
町
佐
々
木
都
さ
ん
、
小
県
郡
武
石
村
小
林

ぎ
ん
子
さ
ん
四
人
の
講
演
を
し
て
頂
き
、
五
加

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三

百
人
近
く
集
ま
り
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。

「思
い
き

っ
て
咲
く
花
」
と
題
し
て

「昔
は

花
さ
か
ぢ
い
さ
ん
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
戸
倉

町
に
は
花
咲
か
婆
さ
ん
を
是
非
出
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。
思
わ
ず
大
き
な
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
の
株
は
ず

っ

と
盛
り
上
が
り
、
下
馬
評
の
人
二
名
も
立
候
補

を
断
念
し
、
結
局
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
五
人
の
子
供
を
育
て
上
げ
、
色
々
の
役

も
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
長
い
経
験
か

ら
何
か
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
が
、
全
く
別

の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず

一
か
ら
勉
強
で
す
。
そ
し
て
女
性
は
も
っ

と
社
会
に
目
を
向
け
て
行
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

私
は
強
く
、
正
し
く
、
た
く
ま
し
く
を
信
条

に
生
き
て
い
く
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

（平
成
二
年
六
月
二
八
日
）
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:990年 6月入会者名簿

園
園
幽

●
神
奈
川
県
で
行
な
わ
れ
た
、
第
３
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
報
告
集

『老
い
を
楽
し
く
』
Ｔ

ネヽ
ル

ヴ
ァ
書
一房
発
行
）
が
、
生
活
協
同
組
合
連
合
会

事
業
部
の
推
薦
図
書
に
な
り
、
増
刷
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
際
お
求
め
の
方
は
、

お
近
く
の
書
店
に
御
注
文
下
さ
い
。

●
第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
、
も
ち
ご
ろ

の
重
さ
と
、
表
紙
の
明
る
さ
も
好
評
で
す
。
Ｆ
」

ん
な
町
で
私
は
老
い
た
い
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の
様
に
、
私
達
の
町
も
明
る
く
染
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
お
電
話
で
の
御
注
文
も
ど
う
ぞ
。

―
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
こ
れ
か
ら
御
申
込

に
な
る
方

へ
の
お
知
ら
せ
―

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
、
お
弁
当

の
御
申
込
に
つ
い
て
は
、
八
月
二
十
日
ま
で
、

京
都
事
務
局
で
受
付
け
ま
す
。
（宿
泊
に
つ
い
て

は
空
き
を
お
問
合
せ
の
上
御
申
込
下
さ
い
）

◎
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
八
月
は
二
十
七
日
、

九
月
は
二
十
四
日
で
す
。

◎
事
務
局
は
、
八
月
十
二
、
十
五
、
十
七
日
、

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（西
茂
子
記
）

名氏 T 所住 TEL
190

882

272-01

167

272

272

151

112

164

311-12

359

182

206

223

400

240-01

636-03

369-11

立川市錦町21026
宮崎県延岡市塩浜町2丁 目1803-2

市川市行徳駅前2-2122行徳マンション1085
杉並区本天沼2-4219-203
市川市東菅野141
市川市真間2213
渋谷区本町61518
文京区小石川511702
中野区東中野320435
茨城県那珂湊市平磯町2011
所沢市中新井18972
調布市若葉町21033
多摩市鶴牧3141101
横浜市港北区綱島西1314905

山梨県甲府市宝14-5古屋利津子方

神奈川県三浦郡葉山町長柄1461124 中島通子方

奈良県磯城郡田原本町多527 中井喜代子方

埼玉県大里郡川本町本田49151
特別養護老人ホーム清風苑 苑長・小柴捷子

0473-58-1798
03-399-4107

0473-22-4806

0473-26-1815

03-376-4868
03-817-0279

03-363-9592

0429-42-7560

045-542-2680

0552-22-5529

07443-2 3583

0485-83-5555

:990年 6月住所変更者

氏 名 一Ｔ 住 所 TEL
福 光 阿津子
西ケ谷 知 枝

７

０

板橋区舟渡2-123-108
京都市上京区今出川河原町東入上ル 高木方

03-5994-0527

-8-


